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１． 研究計画の概要 
(1) 18 世紀植民地時代から独立革命を経て

19 世紀アンティベラム時代へと続く合
衆国史を、一つの包括的視点から捉え、
独立革命で分断される歴史像を修正する。 

(2) 公共文化の醸成という視点から、合衆国
史を、ヨーロッパ史、アジア史との比較
史的視野から相対化する。 

 
２． 研究の進捗状況 
(1) プロジェクト発足時にたてた政治、宗教、
人種、ジェンダー、経済、公共規範の越
境という各視点からの分析は進んでいる。
基本的には研究分担者が公文書館等での
資料調査等に基づく研究課題の検討を続
け、それと平行する形で、国内外からの
招聘した研究者との討議を重ねている。 

(2) 以前は大きく取り上げられることが少な
かった宗教規範の 1．(1)にあげた二つの
時代をまたぐ連続性が新たな課題として
浮上してきた。この点に関しては、米国
のロバート･ベラやマーク･ノル、古くは
19 世紀のトックヴィルまでが合衆国社
会を通底する道徳の力にも似た宗教の力
を指摘してきたが、その宗教規範が他の
分野、とくにジェンダーや経済の分野と
どのような連関も持つのか、また、伝道
という形を借りた宗教規範の越境現象の
分析が今後の魅力ある課題として浮上し
ている。 

(3) 18 世紀イギリス帝国が支配した大西洋
世界を文脈に、現在多様な公共文化研究
が西洋史学会全体で展開されていること
をフォローしてきた。その中で、ヨーロ
ッパの政治文化における「公共」の概念

がどれだけアメリカ植民地社会、および
建国後のアメリカ社会の分析概念として
有効性を有するかは、議論の余地がある
ことが明らかとなっている。 

(4) 内外の研究者との知見の交流は順調に進
んでいる。アメリカ歴史学会会長を務め
るローレル･ウルリックや 19世紀史の新
たな分野を切り開くアラン･テイラーら
との交流は若い研究者の間に 1．(1)の歴
史観への強い関心を惹起し、また、南山
大学や同志社大学の宗教文化研究者との
交流は、政治学、文学を専門とする研究
者に新たな研究関心を植え付けることに
成功している。日本アメリカ学会初期ア
メリカ分科会を 09年度、10 年度と続け
て実質本科研プロジェクトが主催する形
になったことに示されるとおり、日本の
学会への本研究が掲げる問題関心の普及
と、成果の発信が進んでいる。 
 

３． 現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる。 
上記２．に記したように、この後検討すべき
問題が明瞭に把握されている。その検討に必
要な資料の購入、海外渡航調査も数次にわた
って行われた。定期研究会も会を重ねており、
最終年次の総合討議を待つ状況である。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
(1) 定例の研究科をひき続き開催し、分担者
間の意見の交換を深めると同時に、10年
度は合衆国から 3 名の研究者を招聘し、
現在前に得られた知見の統合とその成果
の刊行準備を行う。 
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５. 代表的な研究成果 
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